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～生酒の基本、住ま匪

福島原発事故からまもなく10年。
福島県は、今年3月25日、江東区に

ある国家公務員宿舎に居住する区域外
避難4世帯に対し、住居の明け渡しと

損害金を請求する裁判を福島地方裁判
所におこしました。

姑串蜜～
福島県はまた、国家公務員宿舎に住む
区域外避難者に昨年3月、「退去届」を
出すよう迫り、引っ越しできない避難者
には、使用料（家賃＋駐車場）の2倍の
損害金を請求しました。現在、約30世
帯に毎月、請求書を送り続けています。

∴◆連難者からの訴え∴ 
ir轄島県の麗辞は言本当短観得寧きません」－（Aきん）∴ 

ir柾直輩諜義範聾往事蒋落選誘き牽謙追い出されたら布き揚があり iませ惹詰三二二（色き霜）÷ 

∴iF女性自身』WEBニュース（1／7号）で取り上げられました。i 

亘ttps：／／ne着S言nfoseek．00．jp／article／joseijisilL1938115／i 

追い出し提訴にかけられた2
世帯は東京地裁への移送を求

めています！

国家公務員宿舎の所有者は福島県で
はなく、東京にある財務省です。避難

者も東京に住んでいるのになぜ、福島
地裁まで来いと言うのでしょうか。福

島県は避難者が福島まで出向く交通費
など大した負担ではないと言います。

裁判で意見を述べる機会すら奪うもの
です。

カンパ戴犠乱ヽ㈲
氏名　原発閏管轄毒性重篤犠蝿謹繍する会

振込口座　ゆうちょ銀行
謹言：10120　番号：51890061
他銅曲関腕振込み
店番：018預舘重自　害週　刊密書胃“51鎮動輪

使用料2倍請求は撤回を！

福島県が賠償金を請求する根拠は、

有償で住んでいた時の契約書条項

です。ところが、契約書自体は申し

込み時にはなく、4月以降に郵送さ

れたものです。また、契約書の説明

もまったくありませんでした。行き

場のない避難者は、住み続けるには

契約書にサインするしか選択がな
かったのです。

避難者の住　い出しを許さない会
ホームページ

https：／／msa2616．vixsite．codI／鱒ebsite

帽」：00㈱7伽VlD∴∴∴∴孤独Illn
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東京新聞より

‾圏や県あぐ蒙賃補助二を：再開し、公営住宅Iこ入れ

るよう（こしてほしもヽ＿　と訴え・考）黄婆雑書で元原発
乍乍簑員の今野寿嚢鬼錘さん曇らこ＝手蔓島県福露育て＝

要塞要＿要撃撃 �了，孟 �離言） � �：∴ �＿〇〇m」山i／づ 　● � 

収入減や実業も「明日をも知れぬ身だよ」

尿素…葉酸避雑著の錘衰職の確篠は語敵韓敵軍鐘！

■福島県は「2倍家賃」請求、追い出し裁判をただちに止めよ！
S国は原発事故子ども“被災者支援法により住まいを保障せよ

国は「国内避難民」としての人権保障（住宅）措置を実行せよ！

爆発事故番筆者の柱宅離保電文震する江東の会

難
者
の
生
活
コ
ロ
ナ
が
圧
迫

「
家
賃
の
支
払
い
が
苦
し
く
な
っ
た
」
妻
払
い
を
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
。
コ
ま

綱
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
寧
故
の
避
難
者
－
つ
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
、

雑
著
を
支
援
す
る
三
団
体
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
住
宅
支
援
打
ち
切
り
に
加
－
そ
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
の
収
入
減
や
失
業
な
ど
で
、
家
賃
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
人
が
三
割
に
上

った。

（片山夏子）

覇
者
ち
切
り
家
賃
支
払
い
「
苦
し
い
」
3
割

調
査
は
原
発
事
故
壁
書
団
体

連
絡
会
（
ひ
だ
ん
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ん
）
、
「
避

難
の
権
利
一
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め
る
全
国
避
難
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避
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の
協
同
セ
ン
タ
ー

が
実
施
へ
一
五
月
二
十
六
日
～
八
月

三
十
百
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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上

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
全
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の
避
難

者
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十
五
人
か
ら
回
答
を
得
た
へ
）

′
四
月
以
降
の
月
収
は
六
割
が
二

十
万
円
未
満
で
、
収
入
の
な
い
人

も
五
人
い
た
へ
ノ
家
賃
支
払
い
は

「
コ
ロ
ナ
で
非
常
に
苦
し
く
な
っ

た
一
が
十
二
人
、
一
や
や
苦
し
く

な
っ
た
一
が
十
五
人
、
姜
払
い

萎
罵
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
十
が
二

人
と
、
三
人
に
一
人
が
窮
状
を
訴

－歪」っ董
題
詩
途
端
に
は
悲
鳴
が
並

ぶ
、
二
コ
ロ
ナ
で
仕
事
が
減
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六
、
七
月
は
給
料
が
な
か
っ
た
。
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ら
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。
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追
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収
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双
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仕
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収
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。
「
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っ
た
。
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萌
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が
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う
ち
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底
を
突
き
そ
う
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。
不

安
だ
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、
苦
し
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。
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療
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も
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つ
切
ら
れ
る
か
っ
明
日
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も
知
れ

ぬ
身
だ
よ
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南
相
馬
市
か
ー
室
京
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、
無
燈
提

供
期
限
が
切
れ
た
後
も
、
江
東
区

の
国
家
公
務
員
宿
舎
東
雲
住
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で

暮
ら
す
。
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一
昨
年
四
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以

降
、
家
賃
も
駐
車
場
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二
倍
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な

っ
た
っ
五
万
円
弱
だ
っ
た
ワ
ン
ル

ー
ム
の
家
賃
が
十
万
円
近
く
に
っ

使
用
期
限
が
過
ぎ
て
も
睦
み
続
け

て
い
る
と
轟
竃
金
三
千
モ
請

求
さ
れ
て
い
る
≡
悔
し
が
る
、
）

南
相
馬
の
家
は
手
を
入
れ
な
い
と

と
て
も
停
め
な
い
。
「
仕
事
も
コ

ロ
ナ
で
三
カ
月
間
休
業
に
1
．
給
料

の
半
分
は
捕
擬
さ
れ
た
が
生
活
も

精
神
的
に
も
き
つ
い
一

「
避
難
の
協
同
セ
ン
タ
⊥
の

世
話
人
で
避
難
書
で
も
あ
る
熊
本

美
称
子
さ
ん
へ
七
七
）
は
「
避
難
先
を

知
る
国
や
県
に
、
避
難
者
の
生
活

実
態
の
調
査
を
要
請
し
て
き
た
が

実
現
し
な
い
。
早
急
に
調
査
を

し
、
必
要
な
支
援
を
す
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
る
が
、
福
島
県
避
難

者
支
援
課
の
吉
野
竺
主
幹
は

毒
情
が
複
雑
化
す
る
中
で
一
律

の
実
態
調
査
よ
り
、
個
別
対
応
が

い
い
と
い
う
考
え
方
だ
」
と
説
明

するー）同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
の
段
上
武

さ
ん
（
毒
は
「
母
子
や
父
子
避
難

な
ど
で
非
正
規
や
派
遣
で
仕
革
が

安
定
せ
ず
、
貧
困
状
態
に
あ
る
避

難
者
は
多
い
っ
公
営
産
室
に
入
れ

ず
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
む
人
の

困
窮
が
呈
羊
た
こ
話
す
二
一

団
体
は
園
や
県
に
実
態
調
査
と
生

活
困
窮
者
の
支
援
、
住
宅
支
援
の
｝

霞
室
を
求
め
て
い
く
っ
一
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原発事故避難者の住まいの確保に関する陳情署名

趣　旨：福島原発事故によって都内の国家公務員住宅に避難生活を続けている区域外

避難者に公営住宅の確保に向けた特段の配慮を求めます

理　由：

原発事故避難者における暮らしと住まいに関する状況は、今年5月～8月にかけて行った原発

事故被害者団体連絡会、「避難の権利」を求める全国避難者の会、避難の協同センターによるオン

ライン調査や同年7月～9月にかけて関酉学院大学災害復興制度研究所がとりまとめたアンケー

ト詞盃によると、コロナ禍における避難者の厳しい生活状況がうかがわれます。∴∴∴i

このような中、江東区にある国家公務員宿舎東雲住宅に住む「区域外」避難者は、福島県から

「2倍家賃」を請求されたり、住宅の明け渡しの裁判を起こされたりして、経済的、満祐的に追

い詰められています。今日のコロナ禍の中では引っ越しは物理的にも経済的にも困難な状況で、

現在のところにとどまらざるを得ないのです。

では、本来ならばどのような施策を受ける権利があるのでしょうか。それは、原発事故子ども・

被災者支援法（以下、「支援法」）や難民条約における「国内避難民」としての権利にもとづく諸

施策です。しかし、原発事故避難者の救済制度が国においては「支援法」の具体化が進まず、福

島県においては帰還政策が優先され、避難先の避難者の権利が十分に保障されてこなかったこと

が原因としてあげられます。つまり、原発事故被害に対応していない住宅政策が避難者の住宅確

保を妨げているのです。

このような状況に置かれた避難者に対し生活実態を把握し、避難者の要望に沿った解決策を提

示することが求められています。都営住宅における入居要件の緩和などの特例措置が適用できな

いか改めて検討してください。都内に靭する原発事故避難者が路頭に迷うことがないよう、公営

住宅の確保など特段の配慮を求めます。

東京都議会議長　石川　良一一一　殿

氏　　名 �l i　　　　　住　　　所 �i 印 

i � 

l 

！ � � 

※署名にあたってのお願い　　　　　　　　　　　　　（署名期限：2021年l月末）
・住所及び氏名は自署の場合、印は不要です。代筆の場合は必ず押印してください。
・住所欄の「叫、「同上」などは使わないでください。東京都以外の方でも構いません。

※郵送の場合　下記あてに上記期限までにお送りください
〒135°0001江東区毛利l・10－2・205　小林方気付

原発事故避難者の住宅確保を支援する江東の会


